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psrairsb sar dasga bdaar bqaadaum sar dazi aaqab dafadar saum
プスラアイラ(直訳 = 風の舞う所)国のボスは出入りの海岸の小さな土地の
古い家の土地を集めた。任務で人を減らし、資産の土地は指導者になった。

dafbadar nadaqaadaum aab qaab daqaaaum sand sb aadaum said
変革の家は無自立家で全て小さかった。自立的な家は国土が国となり、
幾らかの家には長老が居た。

naqaadar aadar baqab daraatb nadaqaadaum sb bfaaarz
無自立農地の所有農地は、指導者が農地に人を増やし、ナダクアアダウム国とし、
新しい土地になった。

aadar fadar daqtar bqaadaum daqaid
幾らかの農地は遠い農地であった。統治農地は古い家で自助があった。

faadar badar faand fadaum aatadaum aadazi
良い農地は農地毎に遠く、遠い家はそれぞれの家の幾らかの仕事であった。

baabqaadar said bfdaum aafab sar sar saum
まとめた古い農地に長老の新しい家をつくり合流した。次々ボスができて希望が集まった。

dabadar baand fab badarsb sdaumsb sdaumsand
圧迫された農地は連帯し遠い人のバダウム国、スダウム国となり、集まった家が国土だった。

nadaqaadar qadar daumbsb daqaumsb sarb
無自立農地は水小屋でダウムダ国、ダクアウム国が集まって生まれた。

aadaum aafaaum daqbaaum aab qaums
所有家は合流希望で、自立の希望に従い、幾らか古い希望が集まった。
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sar badar nadaqaadaum daum bsand
ボスは農地毎に無自立の幾らかの家とし、家の人の国土とした。

kdafaaand aadaqaab aaqadaum aadar z
後は長期であるが幾らかの自立心が離れた家は、幾らかの農地になった。

baaair fadaum sand nadaqaab fab
まとまった場所は遠い家の国土で、自立的でない遠い人だった。

dar baand fadar faaum daqaum sar
農地は連帯し遠い土地は遠い希望で、自立希望のあるボスだった。

baatqaabqaaand
纏められて小さく古いままだったが。


